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マルタンヴィルの鍾楼の運動と光沢
　マルセル・プルーストの『失われた時を求めて』（１）の第一篇「スワン家の方へ」において、語
り手が家族とともにコンブレーを散歩する途中、石にきらめく太陽や、鐘の音、木の葉の匂い等
のイメージに出会っても、その下に予感された「真実性 réalité」が見出されることはまだない。
それでも一度、同じ種類の印象を覚え、その印象を放棄せずに掘り下げようとしたことがある。
語り手の家族は散歩の帰りにペルスピエ医師に偶然出会い、医師が馬車に乗せてくれたその日、
語り手は馭者のそばに座り、馬車は速度を上げて疾風のように移動していた。コンブレーに帰る
前に、マルタンヴィル＝ル＝セックのある患者の家に寄ろうとする医師の馬車が道の曲がり角に
さしかかり、二本の鐘楼が語り手の視野に入ってくる。
Au tournant d’un chemin j’éprouvai tout à coup ce plaisir spécial qui ne ressemblait à 
aucun autre, à apercevoir les deux clochers de Martinville, sur lesquels donnait le soleil 
couchant et que le mouvement de notre voiture et les lacets du chemin avaient l’air de 
faire changer de place, puis celui de Vieuxvicq qui, séparé d’eux par une colline et une val-
lée, et situé sur un plateau plus élevé dans le lointain, semblait pourtant tout voisin d’eux. (I, 
177-178)
ある道の曲がり角でマルタンヴィルの二本の鐘楼が目に入り、私は突然、ほかのどんな快感
とも似てはいない、あの特別な快感を覚えた。鐘楼には夕日が射し、私たちが乗る馬車の動
きとうねうねとした道のために、その鐘楼は位置を変えるように思われ、それからヴィユ
ヴィックの鐘楼が、二本の鐘楼から丘一つ谷一つを隔てて、より高い遠くの台地の上に立っ
ているのに、それでもすぐ近くにあるように見えるのだった。
マルタンヴィルの二本の鐘楼には夕日の光線が照射して、太陽を反映する石ころが与える印象と
同じ種類のものを語り手に示している。石の反映の下にある真実は、以前から発見されるまでに
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至ってはいなかったのに対して、マルタンヴィルの鐘楼に射す光線については、例外的に語り手
は受け取った印象を探求する作業へと移行する。マルタンヴィルの鐘楼の挿話には物語的例外と
しての要素が多く含まれていて、家族の散歩はいつもよりはるかに長引いて非習慣的で、ペルス
ピエ医師に出会って馬車に乗せてもらえたことも偶然である。馬車に乗った語り手は馭者のそば
に位置することで視点が高くなり、この非習慣的な視点の高さが鐘楼の光景と出会う機会を与え、
特別な快楽を感じることが可能になる。鐘楼のきらめきの印象を探求するための条件は、非習慣
的な体験をするという形式のもとに、あらかじめプルーストの手で周到に準備されているのであ
り、この習慣というテーマは『失われた時』全体にわたって繰り返されているがゆえに、マルタ
ンヴィルの鐘楼の挿話をこの作品にある別の部分へと開いて関係付ける効果も生まれている。
　マルタンヴィルの鐘楼の光景を眺める語り手の感覚がとらえるのは、鐘楼に射す光線だけでは
なく、馬車の運動と道筋の曲折による、見えるものの位置の変化である。建築物としての鐘楼が
位置を変える様子から、語り手は真実を予感し、鐘楼の表面は陽光を浴びてきらめいている。馬
車から風景を眺める語り手の視界には、マルタンヴィルの二本の鐘楼に加えて、ヴィユヴィック
の鐘楼が現れる。ヴィユヴィックの鐘楼は、マルタンヴィルの二本からは丘陵と渓谷で分離され
て距離があるにもかかわらず、語り手の視点からは三本が隣接しているように見える。語り手の
展望には地理的な混乱があり、遠さと近さという、相反する性質を帯びた空間が同一平面上に位
置することで、特殊なプルースト的遠近法が表現されている。馬車の馭者台という視点からは、
マルタンヴィルの鐘楼とヴィユヴィックのそれとを隔てる距離感を感じることは困難で、遠さも
近さもなく、奥行きをもたない風景が展開して、語り手の視覚を刺激するのである。
　語り手が感覚から見出すものは、時間を除けば空間や人物で、とりわけマルタンヴィルの鐘楼
の挿話で強調されているのは、夕日にきらめく鐘楼に視覚を刺激され、結果として語り手がテク
ストを書き上げるということである。マルタンヴィルとヴィユヴィックの鐘楼から遠く離れて、
二度とその姿が見えなくなった時、語り手の記述行為が開始される。三本の鐘楼は語り手の視界
から姿を消し、馭者台の座席で書かれた語り手のテクストは、風景の中で平野を自由に動き回る
鐘楼を、イメージとして現前させる。この鐘楼のイメージは、馬車が遠ざかることで招かれた鐘
楼の視界からの消失を、テクストの現前そのもので逆説的に示していることになる。
　馭者台から眺めた三本の鐘楼には夕日が射し、光線は反映されて、語り手に発見するべき真実
を予感させ、また『失われた時』の別の章節にある挿話を参照すると、「囚われの女」でパリの
コンティ河岸にあるヴェルデュラン家のサロンを訪れたブリショが目にした品物は、精神的な光
沢とビロード状の柔らかさを帯びている（２）。プルーストのテクストでは、光沢を帯びた品物は
記憶の想起の歌を歌わせ、そうした記憶はコンティ河岸のサロンに寄せ木細工のようなまだら模
様を刻んで、まるで晴れた日に大気を区切って射し込む日の光のようだと語られ、「スワン家の
方へ」で発見するべき真実を予感させる、マルタンヴィルの鐘楼に反映する夕日のきらめきに対
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応しているのである。マルタンヴィルの鐘楼に夕日の光線が反映して、語り手に記述行為の開始
とイメージの想起を促す一方、ブリショが眺めるヴェルデュラン家のサロンの品物は光沢を帯び
て、過去のモンタリヴェ街の光景を想起させる。サロンの品物と鐘楼は、陽光や光沢で満たされ
た部分であると同時に、どちらもイメージを想起させる場所であり、したがって『失われた時』
では、光線や光のきらめきが、イメージの想起を象徴することがあるのだといえる（３）。
　『失われた時』において鐘楼に射す夕日や品物の光沢はイメージの喚起を象徴しており、プルー
ストが『失われた時』の草稿を書き留めたカルネにもやはり、まばゆい太陽の記憶が描かれてい
る。『失われた時』の最初の草稿を書き始める直前の1908年秋、プルーストはカルネ１の中に創
作メモを残して、ヴェネツィアの運河に映える太陽をイメージさせる。過去を考えるのではなく、
無意志的にイメージされた過去こそ、真実性を感じさせるというプルースト的な主題が示唆され
ている。
Nous croyons le passé médiocre parce que nous le pensons mais le passé ce n’est pas cela, 
c’est telle marche inégalité des dalles de St du baptistère de St Marc (photographie du 
Repos de St Marc) auq <à> laquelle nous n’avions plus pensé, te nous rendant le soleil 
aveugle sur le canal.（４）
私たちは過去を平凡だと思っており、それは過去を考えてしまうからだが、過去とはそのよ
うなものではない。それはサン・マルコ洗礼堂のふぞろいな敷石（『サン・マルコ聖堂の休息』
の写真）のようなもので、私たちは一度もそのふぞろいな敷石を考えたことがなく、運河に
まばゆくくらむ太陽を私たちに返してくれるのである。
太陽がまばゆくくらむ運河の近く、サン・マルコ洗礼堂内の敷石にはふぞろいな箇所がある。段
違いの敷石を踏んだ時の類似する感覚から、サン・マルコ洗礼堂の記憶が隠喩的に蘇る。さらに、
サン・マルコ洗礼堂に隣接する運河に照り映えるまぶしい太陽の記憶が、換喩的に想起される。
ヴェネツィアの運河に映える太陽の記憶が想起される部分をカルネ１から引用して指摘したいの
は、マルタンヴィルの鐘楼に射す夕日とか、ヴェルデュラン家のサロンの品物が帯びた光沢が、
『失われた時』の執筆の最初から重要で、プルーストに意識されていたということなのである。
　ヴェルデュラン家のサロンの挿話と三本の鐘楼の挿話を比較すると、陽光の反映が想起を促す
という、両者の間の反復に加えて、鐘楼の描写にある、安定しているはずの建築の輪郭が移動す
るという特徴が、より明確に浮かび上がってくる。三本の鐘楼の在り方は相対的で、語り手の目
に入る地点によって輪郭は移動し、鐘楼そのものが位置を変えるように感じられる。鐘楼が移動
することによって、習慣的な、固定観念としての遠近の感覚が取り除かれ、馬車（５）の座席をテ
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クストの生成の場所にする準備が進んでいく。
　馬車の座席から三本の鐘楼の非習慣的な光景を眺めた語り手はそれでも、即座に受け取った印
象やイメージの記述に取りかかるわけではない。特別な快感を覚えたとしても正体を突き止める
ことができない語り手の様子は、別の挿話でプチット・マドレーヌの味覚から受け取った実在感
としての réalité を、コンブレーの風景で置き換えるまでに時間がかかったのと同様である。医
師から渡された紙と鉛筆で書き上げたテクストによる置き換えが起こるまで、三本の鐘楼の印象
は予感された真実のままとどまり、その真実を含んで隠しておく鐘楼の働きが明らかにされる。
　En constatant, en notant la forme de leur flèche, le déplacement de leurs lignes, 
l’ensoleillement de leur surface, je sentais que je n’allais pas au bout de mon impression, 
que quelque chose était derrière ce mouvement, derrière cette clarté, quelque chose qu’ils 
[= clochers] semblaient contenir et dérober à la fois. (I, 178)
　その尖塔の形、その線の移動、その表面を照らす夕日を確かめ、それを心にとめながらも、
私は自分の印象を突きとめられないのではないか、何かがこの動き、この光の背後にはある
のではないかと感じていた。その何かを鐘楼が含み、同時にかすめ取っているように思われ
たのである。
鐘楼は光の背後にある何かを含み、同時にかすめ取っているらしい、と語り手は感じている。光
の背後の何かとは、語り手がその存在を予感しはするけれども、まだ少年であるために想起する
べき過去や記憶がなく、発見には至らない真実であり、この予感された真実は鐘楼に含まれてい
るだけではなく、かすめ取って隠されているように語り手には思われる。発見するべき真実は鐘
楼に隠され、風景から受けた印象を深めることができないように感じさせて、鐘楼の、密閉され
た容器のような在り方が示されることになる。容器としての鐘楼は密閉されて、容易には真実を
明らかにしないために、風景を眺めて精神あるいは意識の働きが奪われ、他のことが考えられな
くなるという瞬間が語り手に与えられているのである。
引き裂かれる樹皮の隠喩
　語り手が真実を書きとめたテクストは、マルタンヴィルとヴィユヴィックの鐘楼の陽光に満た
された表面から受けた印象を言葉で置き換えたものであり、後になって見出されて『失われた時』
というさらに大きな作品に含まれることになる。コンブレーに向かう馬車の座席で書かれたこの
テクストは、三本の鐘楼の挿話に組み込まれ、ひとまとまりになって物語内物語を構造化してい
る。この入れ子式のテクスト構造が強く感じられるという点で、鐘楼の挿話は『失われた時』に
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おいて際立っており、視界にある動き回る線やきらめく表面から、より小さいテクストの素材と
なる、隠されていたものが少しずつ現れてくる。
Bientôt leurs lignes et leurs surfaces ensoleillées, comme si elles avaient été une sorte 
d’écorce, se déchirèrent, un peu de ce qui m’était caché en elles m’apparut, j’eus une pen-
sée qui n’existait pas pour moi l’instant avant, qui se formula en mots dans ma tête, et le 
plaisir que m’avait fait tout à l’heure éprouver leur vue s’en trouva tellement accru que, 
pris d’une sorte d’ivresse, je ne pus plus penser à autre chose. (I, 178)
やがて夕日に照らされた鐘楼の線や表面は、まるで一種の樹皮であるかのように引き裂かれ、
それらのうちに隠されていたものが少しだけ現れた。私は自分にとって一瞬前には存在して
いなかった思考を抱き、それは頭の中で言葉の形をとった。そしてたったいま鐘楼を眺めて
覚えた快感があまりに増大したので、一種の陶酔感にとらわれ、私はもうほかのことを考え
ることができなくなった。
家族との散歩で形式や色彩をもった未知のものとの出会いを経験したとしても、帰宅すれば別な
ことを考えて、真実を発見することのなかった語り手が、鐘楼の線分や表面に陶酔し、そのこと
しか考えられなくなったのは、視覚的な快感が非習慣的に増大したためである。鐘楼の視覚に思
考を支配されて、語り手の頭脳ではマルタンヴィルの印象が言葉の形をとる。容器としての鐘楼
が含み隠していた真実は光線を反映する表面をついに引き裂いて、わずかではあるが出現し、語
り手を陶酔させて思考の働きを支配したのである。
　鐘楼の裂けた表面というイメージは、三本の鐘楼の運動や形式、光線を把握するこの挿話のテ
クストで、「一種の樹皮 une sorte d’écorce」という語句で置き換えられている。樹皮という語へ
の鐘楼の置き換えには、三本の鐘楼を含む光景の構成要素が密接に関係していて、この構成要素
の一つとしてあげられるのが、馬車の馭者台から語り手が眺めるヴィユヴィックの丘陵地帯であ
る。この丘陵を含む地平線に鐘楼を認めて快感を覚えた語り手が、光線を反映する鐘楼の表面を
樹皮に比較することで、鐘楼と隣接する場所との関係性が強固なものとなるのは、この隣接する
場所が、樹木が生育するのに適していると読み手には感じられるからである。
　周縁としての風景は視野の中心にある三本の鐘楼に、換喩的なプロセスで移動して重なり、そ
の鐘楼が、遠ざかる馬車に乗っている語り手の視野から不在になった時、風景を展望していた語
り手は記述作業へと移行し、鐘楼のテクストが書き上げられる。テクストの現前と、鐘楼の不在、
それから鐘楼という視野の中心と、鐘楼を取り囲む視覚的な周縁のような、地理的に隣接してい
たり、相反する性質を帯びたりしている者同士の結び付きは、マルタンヴィルとヴィユヴィック
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の挿話で際立っていると感じられる。矛盾し合う性質の感覚を同時に組み合わせて挿話を構築す
る創作技法は、プルーストの『失われた時』の中では比較的多く取り入れられていると言えるだ
ろう。エリアーヌ・ブッケィの『イメージを追い求める者　プルーストと隠された時間』では、
並行関係にあって、矛盾しているとも解釈され得る二項の在り方が、対位法に比較して論じられ
ている（６）。このブッケィの研究書には「三本の鐘楼についての二つの描写」という章節があり、
マルタンヴィルの鐘楼の挿話でとられた対位法が指摘されている。ブッケィの指摘から浮かび上
がるのは、物質性と神秘性を同時に組み合わせて挿話を構成する手法であり、鐘楼の挿話で神秘
性を帯びたものとして描かれているのが、鐘楼に秘められた見出すべき真実なのである。
　マルタンヴィルとヴィユヴィックの鐘楼の挿話で、語り手にテクストを伝える真実が神秘的な
恩恵を施しているかのように見える一方で、このマルタンヴィルの挿話にある物質的な要素を構
成しているのが、平野に位置して光線にきらめく鐘楼である。隠蔽していた真実を引き裂けるこ
とでわずかに示す鐘楼の表面も、「一種の樹皮」という語に置き換えられた植物的物質である。
引き裂かれた樹皮としての鐘楼の表面に、語り手のテクストを象徴する機能を指摘できるのでは
ないだろうか。仮に樹皮がテクストの象徴であるとしても、この樹皮にテクストの内容が表現さ
れるわけではなく、象徴というよりも、それ自体が真実性を帯びたものとして示されていると感
じられる。例えばジョットのフレスコ画では、寓意像の圧迫された声門や口蓋垂が、医学書の挿
絵にあるような真実のものとして描かれているために、〈嫉妬〉という表題の意味作用をかえっ
ていっそう明確にしていると語られていたように（７）、馬車の座席で書かれた語り手のテクストも、
樹皮に象徴化されることで、物質の真実性を帯びることになる。樹皮という物質は真実を象徴す
るものとして、鐘楼という容器に含まれた、神秘的に予感された恩恵としてのテクストの内容を、
物質的かつ具体的にする結果を逆説的に生じさせるのである。
　三本の鐘楼が視野から消え去り、鐘楼の背後に隠蔽されていた真実は言葉に形式化されて、視
野における不在を代理する。見出された真実は馭者台の座席で短文に書き上げられ、「ギュメ« »」
に取り囲まれた内的テクスト（８）として、鐘楼の挿話に含まれている。この内的テクストも、容
器としての外部のテクストにあった、鐘楼の表面を樹皮へと変化させるような、比喩的な置き換
えに満ちている。本論文はここで、鐘楼の陽光に満たされた表面の背後に含み隠されていた内テ
クストの読解に移る。内テクストの書き出しでは、マルタンヴィルの三本の鐘楼は、頂を野原か
ら高く出し、平野に迷い込んだように空に向かってそびえ、やがて遅れてきたヴィユヴィックの
鐘楼が、大胆に急旋回して二本の鐘楼の正面に合流し、三本になるのを目撃したとあり、いくつ
もの特殊な瞬間が流れて、その瞬間に様相を変化させる物の在り方は、『失われた時』の中では
普遍的といえる。
Les minutes passaient, nous allions vite et pourtant les trois clochers étaient toujours au 
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loin devant nous, comme trois oiseaux posés sur la plaine, immobiles et qu’on distingue au 
soleil. (I, 179)
時間が流れ、私たちは馬車をいそがせたが、にもかかわらず三本の鐘楼は相変わらず遠く前
方にあり、まるで平野に下りて身動きもせず、太陽に照らされてはっきりそれとわかる三羽
の鳥のようだった。
太陽の光線で識別されるのは、マルタンヴィルの平野に静止しているかのように見える三本の鐘
楼である。三本の鐘楼は「三羽の鳥」という語に置き換えられ、馬車の前方に生き物のように下
りて、じっとしている。鐘楼は常に遠くにあり、内テクストの「私たち」が乗る馬車が高速で移
動しても、その位置はまだ不思議な変化をすることなく、動かない動物であり続けている。
　鐘楼に隣接する空間としての平野に生息する鳥の動物性は、ちょうど樹木の植物性の場合にそ
うだったように、三本の鐘楼に浸透する。鐘楼は自らを取り囲む風景から動物性を受け取って、
三羽の鳥へと変化するのである。内テクストの中でも鐘楼の在り方は透明で、視野の中心にある
建築は周縁の風景に重なって混ざり合い、太陽の光線で識別されたとしても、見出すのは平野で
静止する三体の動物である。
　視野の中心にある鐘楼は動物に変化して、中心と周縁という空間的な観点だけではなく、マル
タンヴィルの平野を移動して鐘楼を眺めるという、平野の自然を描写する物語内容的な点でも調
和が生まれている。馬車の馭者台で書かれたテクストでは、不動の動物と表現された三本の鐘楼
のうち、ヴィユヴィックの鐘楼が自ら遠ざかって距離を取り、動物が飛翔して離れていったよう
にも感じられる。緩慢な接近にもかかわらず、突然馬車が鐘楼の足許に到着することで時間的な
錯綜も描かれて、遠近の感覚を麻痺させるような空間的錯綜とともに、特別な快感をとらえる状
況が把握される。目の前に事実として現れている空間的かつ時間的な混乱は幻想のようであり、
予感し、探求された真実の在り方もまた示して、三本の鐘楼から取り出され、不動の物体である
はずの鐘楼による空間的な移動が、馬車の座席で語り手に記述される。
Parfois l’un s’effaçait pour que les deux autres pussent nous apercevoir un instant encore ; 
mais la route changea de direction, ils [= clochers] virèrent dans la lumière comme trois 
pivots d’or et disparurent à mes yeux. (I, 179)
ときには一本の鐘楼が消え去り、残りの二本をまだわずかのあいだ私たちに眺めさせている
こともあったが、道が方向を変え、鐘楼は三本の黄金の軸のように光のなかで旋回して、私
の目から消え去った。
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語り手の視野から消え去ったといっても、内テクストにあるこの鐘楼の消失は一時的なもので、
少し経つと、再び遠くから三本の鐘楼が認められるのだが、この最初の一時的な不在が語られる
直前には、「三本の黄金の軸 trois pivots d’or」という文彩がある。鐘楼の挿話の、これまで引用
された部分では、鐘楼は動物や植物という生命に比較されていた。黄金の軸に類推されることで
強調されるのは、語り手が馬車から眺めた光景を構成する要素が帯びている物質性である。
　旋回する三本の鐘楼が黄金の軸という物質に置き換えられる時点も含めて、鐘楼は樹皮という
植物の一部分から動物へと移り変わり、連鎖的な比喩で表現されている。陽光を反映する鐘楼の
表面の背後に、含み隠された神秘的な真実を予感した語り手は、プルースト的な比較に満ちたテ
クストを書き上げる。テクストという形式のもとに語り手が恩恵を受けることで示されるのは、
神秘性を感じさせる鐘楼の、聖遺物箱のような在り方である（９）。
　恩恵としてのテクストによって置き換えられることになる真実は鐘楼の背後に含まれ、その鐘
楼を語り手は、内テクストの中で「黄金の軸 pivots d’or」という語句で表現して、語り手の視野
の「中心 pivot」に鐘楼があると強調される。中心としての鐘楼は、周縁にある空間から動物性
や植物性の浸透を受けて、周縁の風景に溶け込んでいる。周縁と中心という構造は三本の鐘楼の
挿話では機能を失い、どちらか決定するための議論が無限に続けられることで、逃げ去る状態に
ある鐘楼のイメージが示される。
　中心と周縁や、容器と内容、不在と現前のような、相容れない性質を帯びた二項の組織は、プ
ルーストの『失われた時』の中では機能を失ったものとして描かれていることが多い。アント
ワーヌ・コンパニョンが『二世紀間のプルースト』の中で言及しているのも、そういった無機能
の組織を解釈する方法である。『失われた時』にあるマルタンヴィルとヴィユヴィックの鐘楼の
挿話では、中心と周縁という構造が機能を奪われて、両者は文彩のレベルで結び目を作り、以下
のコンパニョンの指摘に対応している。
On peut aussi songer à la méthode de la déconstruction, qui s’arrête aux nœuds du texte, à 
ses lieux paradoxaux, comme Derrida le fit de Rousseau, et donner une tournure bienveil-
lante à la lecture symptomale ou déconstructive :（10）
解体の方法を考慮に入れることも可能であり、その解体はテクストの核心で、逆説的な場所
で停止して、それはまるでデリダがルソーについてそうしたようであり、そして好意的な展
開を前兆の、あるいは解体の解釈に与えることができるのである。
対立する概念としての中心と周縁は、結び付けられて構造を解体し、コンパニョンが述べている
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ような、逆説的な場所が鐘楼の挿話に含まれることになる。語り手が眺める風景にある中心と周
縁のパラドックスは、鐘楼の位置に関係する二つの概念を結び付けて、場所を共有したかと思う
と、一方からもう一方へと逃げ去ってとらえるのが困難で、決定不能な議論が無限に続いていく。
他の様々なパラドックスに比較すると、プルーストのパラドックスも非論理的な論証をしながら、
『失われた時』を構成するための、絵画的なイメージの喚起を促すという特質が示されることに
なる。周縁の風景に溶け込んだイメージとしての鐘楼が背後に含んでいるのは、予感された真実
をついに形式化するに至った内テクストであり、内テクストにある鐘楼もまた際限なく、外テク
ストと同じように、内容であると同時にさらに小さなテクストを含む容器になるのではないか、
と想像されるのである。
産卵して時をつくる語り手
　マルタンヴィルの挿話にある特徴の一つは、移動する馬車から眺めた風景において次々と変化
する、鐘楼という建築物のイメージである。マルタンヴィルとヴィユヴィックの鐘楼は類似性に
基づく隠喩的な作用により、植物や動物、黄金の軸という物質をイメージさせて、背後に隠され
ていた真実がコンブレーの風景を描写するテクストに置き換えられていく。リュック・フレース
の『マルセル・プルーストの美学』におけるメタファー論では、『失われた時』における隠喩と、
プルーストの作品の主要なテーマの一つである無意志的記憶との関係性がやはり示されている。
　Scellant une équivalence entre une vérité et une impression, la métaphore, dont la créa-
tion reproduit le mécanisme de la mémoire involontaire, éternise la découverte, 
l’expérience la plus fugitive [...].（11）
　真実と印象の間の同等性を確固としたものにして、隠喩の創造は無意志的記憶の構造を再
現し、隠喩は発見を、最もはかない経験を永遠不滅のものにする。
無意志的記憶がそうするように、マルタンヴィルとヴィユヴィックの鐘楼もやはり、類似する植
物や動物のイメージを想起させ、周縁の地理的状況から動物や植物の性質が浸透している。三本
の鐘楼の視野で、周縁と中心が浸透のプロセスによって結び合わされる時、不在の鐘楼は視覚の
本質的な様相の変形として認められ、可視的なものになる。不在の鐘楼がイメージされる時、馬
車から眺めたマルタンヴィルとヴィユヴィックの光景から受けた印象は、フレースが述べたよう
な真実との同等性を感じさせ、動き回って逃げ去る鐘楼の経験を永遠不滅のものにする。プルー
ストの鐘楼が隠喩と換喩の交点で変化することで、非時間的な時間が覚醒し、語り手は時間の偶
然性から免れるのである。
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　語り手が馬車から眺めた鐘楼は動物や植物、黄金の軸といった様相を呈して、言葉の「大きな
容器」としての外テクストの内部にあるテクストに含まれている。内テクストの容器としての外
テクストで、まず語り手は鐘楼を眺めて、やがて視界から消失するのと同じように、鐘楼の表面
のきらめく感覚もまた、文章の波の中に逃げ去っていくかのように思われる。しかしながら、三
本の鐘楼の挿話では、他の『失われた時』の挿話に比較して、テクスト内テクストの構造が特異
的であり、ちょうど母親の朗読の音声（12）のように文章の波に消えることなく、鐘楼は語り手に
書きとめられて内テクストで再び忽然と姿を表し、次から次へと様相を変化させていく。
　テクスト内テクストの構造の内部においても外部においても、マルタンヴィルとヴィユヴィッ
クの鐘楼は中心として周縁に浸透して、両テクストの類似性が強く感じられる一方、この両テク
ストの間にある差異として示されるのは、記述行為の特徴であり、言ってみれば少年である語り
手の癖のようにも感じられ、成長した語り手とは異なっている。いくつもある『失われた時』の
特徴の一つとしてあげられるのが、一人称単数の je を選択して記述されたということであり、
この一人称単数の選択という点で、外テクストと内テクストは差異のあるものとなっている。内
テクストの記述行為では、一人称複数が選択されて、主語としての nous が目立つことに気付か
されるのに対して、外テクストでは馬車の同乗者である両親やペルスピエ、馭者たちが閑却され
てまるで不在であるかのように、je を主語にして出来事が語られていくのは周知の事実である。
　例えば、内テクストが始まる直前にあたるプレイヤード新版の第Ⅰ巻の178頁は、17箇所で je
を主語にして文章が記述されている。『失われた時』が一人称単数で語る形式をとっているとは
いえ、もちろん je 以外が主語となる場合もあり、同じ第Ⅰ巻の178頁では、３箇所で nous が主
語となっている。３箇所に対して17箇所という比率を確認すると、外テクストで je と nous が使
用される頻度の差は歴然としている。
　三本の鐘楼の挿話で、外テクストが主として je で語られているのに対して、内テクストの記
述行為がどのようになっているか確認しよう。ギュメに取り囲まれた内テクストの分量はプレイ
ヤード新版で38行あり、この版の１頁弱に相当する。この内テクストでは、je を主語とするのが
４箇所に過ぎないのに対して、７箇所で主語としての nous が使用されている。内テクストと外
テクストを比較すると、記述行為において nous と je の比率の高さが逆転していることが分かる。
「スワン家の方へ」で馬車からマルタンヴィルとヴィユヴィックの鐘楼を描写する語り手はまだ
少年であり、複数である nous を主語にして筆記する。成長した語り手は自らの人生を回想し、
単数の je を選択して語ることで、『失われた時』という作品が出来上がっていく。外テクストと
しての『失われた時』と、その内部に含まれているテクストの間に、人称の複数と単数という差
異が示される一方、マルタンヴィルやヴィユヴィック、コンブレーのようなプルーストが創造し
た固有名詞は、両テクストで共通している。プレイヤード新版の179頁で内テクストが開始する
直前において示されているのは、内テクストである「その文章を私（＝語り手）は後に見つけ出
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したのだが、それにはほんのわずかな修正しか加える必要がないくらいだった」（13）という事実で
ある。後に見出された断片に、ほんのわずかな修正を加えるだけで、人称の数の差異を保ったま
ま『失われた時』に加えることが、語り手には可能だったのである。ちょうど第六篇の「逃げ去
る女」でパドヴァのジョットのフレスコ画を鑑賞する断章が、第一篇「スワン家の方へ」にある
ジョットの〈美徳〉と〈悪徳〉の挿話を執筆する時点で、既にほとんどプルーストによって書か
れていたように、そしてまた、プレイヤード新版の注記でも指摘されている通り（14）、「スワン家
の方へ」で母親がジョルジュ・サンドの『フランソワ・ル・シャンピ』を朗読する挿話の執筆の
時点で、第七篇「見出された時」に含まれている『フランソワ・ル・シャンピ』に関する部分が
既に書き上げられていたように、語り手のマルタンヴィルとヴィユヴィックの鐘楼のテクストも
また、少年時代に書き上げられたものであるにもかかわらず、成長してから語られている、『失
われた時』の本文に、わずかな修正を加えるだけで組み込まれてしまうのである。組み込まれた
断章と、その断章を含む鐘楼のテクストとの間にある、一人称の単数と複数という差異によって、
作品での時間の経過と、その経過で変化した記述行為の在り方が明確に示されるためによりいっ
そう、現在のテクストが過去のテクストをわずかな修正を加えるだけで含んでしまう、プルース
ト的な時間の在り方と、その時間に語り手が経験した出来事の普遍性が際立つことになる。
　三本の鐘楼を描写する挿話にある内テクストは、バラ色をした空に鐘楼が黒く、美しい形と
なって、夜の中に消失することで締めくくられる。ギュメで閉じられた後、プルーストは改行し
て段落を変えることなく、再び外テクストを続けている。馬車の座席で書いた一節が思い返され
ることはその後、決してなかったと語られており、この一節を書き終えた時、非習慣的な経験を
した語り手は、幸福感で満たされているようである。
Je ne repensai jamais à cette page, mais à ce moment-là, quand, au coin du siège où le 
cocher du docteur plaçait habituellement dans un panier les volailles qu’il avait achetées au 
marché de Martinville, j’eus fini de l’écrire, je me trouvai si heureux, je sentais qu’elle 
m’avait si parfaitement débarrassé de ces clochers et de ce qu’ils cachaient derrière eux, 
que, comme si j’avais été moi-même une poule et si je venais de pondre un œuf, je me mis 
à chanter à tue-tête. (I, 180)
私がこの一節を思い返すことは決してなかったが、しかしこの時、医師の馭者がふだんマル
タンヴィルの市場で買った鶏を籠に入れてのせておく馭者台の片隅でこれを書き終えると、
とても嬉しくなり、この一節が鐘楼とその背後に隠されているものとを私から完全に取り除
いてくれたと感じたので、まるで自分自身が雌鶏で卵を産んだばかりであるかのように、声
を限りに歌い始めたのだった。
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断章を記述した後のことを語るこの部分は、『失われた時』に引用された内テクストとしての断
章に直接続いており、三本の鐘楼の挿話全体は、語り手が雌鶏のように歌い出すことで終わる。
内テクストから外テクストへと移行して、この引用された部分では、プルーストの記述行為は再
び jeを主語として語るタイプが多く目に付くようになる、というより、jeでしか語られていない。
プレイヤード新版の９行に収まり、７箇所にわたって主語として je が選択されて、nous が指示
する馬車の内部にいる集団の在り方は徹底的に排除されている。興味深いのは、je が指示する語
り手の特殊な経験が語られることで、『失われた時』が真の芸術として普遍性を帯びるという現
象である。プルーストの挿話は個としての語り手の経験を素材にしているにもかかわらず、普遍
的であることを目指し、その一方で、特殊性を強く感じさせる je を選択して語られていく。語
り手の無名性も貢献して『失われた時』が普遍へと迫ると同時に、各挿話に含まれている特殊な
経験の、出来事としての真実性もまた読み手には感じられるのである。
　マルタンヴィルとヴィユヴィックの鐘楼の挿話は上に引用された部分で終わり、この部分で物
としての真実性を帯びている鶏用の籠が、様相の変化を促すことになる。といっても、この籠は
非習慣的に馭者台の座席において不在であり、馭者がマルタンヴィルの市場で買う鶏の籠を置く
場所は空いている。鶏籠の空席、言い換えれば、物の不在を埋め合わせるかのように、語り手は
座席に腰を下ろし、三本の鐘楼の断章が記述されるのである。
　馬車の座席で鐘楼の断章を記述した語り手は、声を限りに歌い始めて、自らの様相を雌鶏へと
変化させる。雌鶏の様相と語り手とを結び付ける関係には、声を張り上げて歌うという行為の類
似性があり、この類似性に基づいた語り手の在り方の変化に対して、鐘楼の挿話の結末に語られ
る内容が強く作用している。というのは、この挿話の結末では、馭者が習慣的に置くことになっ
ている鶏用の籠が偶然にも不在であり、プルーストは不在の鶏籠という容器の主題から、産卵し
て時をつくる雌鶏としての語り手の様相を取り出しているからである。
　語り手の雌鶏への変化だけではなく、三本の鐘楼の挿話にあるいくつもの比喩的な変化が、挿
話の内容や、挿話の中で隣接していると想像されるものの作用を受けていることは、既に指摘し
た通りである。隣接する場所から植物性が浸透した後、鐘楼は三羽の鳥として動物に変化し、馭
者台の座席で記述された断章の引用が終わると、ついに語り手本人が文脈に作用されて産卵する。
語り手が産出したのは、時間の経過に関わらず、普遍的であるために隣接するテクストと調和す
る、プルースト的な象徴に満ちた断章を含む容器としての卵であり、予感された真実を含む鐘楼
の表面がそうだったように、黄金にきらめいているのではないか。
　語り手は卵としての断章を産出して雌鶏のように幸福に歌い始めるのだが、そもそも時をつく
る雌鶏は、産卵の苦痛に耐えて叫び声を上げているのではなかったか。もし苦痛の叫び声である
なら、語り手もまた記述行為の苦痛を感じると同時に、書き手になるということの幸福に満ち足
111プルーストにおける真実性
りて、自己陶酔的な快楽を受け取っていることになる。書き手としての語り手にとっての快楽と
苦痛のパラドックスを含んで、三本の鐘楼の挿話は、浸透し合うテクスト内テクストの内部と外
部の構造、というよりも、アルベルチーヌの舌部のような（15）、内部も外部もない非構造的な構
造を組んで不可能性に迫り、陶酔の歌声を発して終了する。
　結論として示したいのは、マルタンヴィルとヴィユヴィックの鐘楼の挿話において、内部と外
部、中心と周縁、不在と存在のような、相容れない性質を帯びた空間や主題が、どれほど密接に
絡み合い、浸透し、あるいは激しく位置を逆転させているかということであり、馬車の座席から
眺めた風景では、こういった性質の接触や共存によって、全体的に興味深い混乱が描き出されて
いる。それでも、混乱して衝突し合うと同時に調和するそれぞれの性質の在り方もまた想像され
て、この調和と衝突の関係性に、プルースト美学に関する隠喩の特質があるように思われるので
ある。確かに『失われた時』全体に調和や混乱が含まれていて、この三本の鐘楼の挿話では特に、
空間的な中心としての鐘楼が、周縁からの属性の浸透を受けることで生み出された全体的調和を
感じ取れる。マルタンヴィルの近くへ、それから遠くへと進行する馬車の運動によって、位置を
変化させる鐘楼は様々な様相を呈して、鐘楼として不在になったちょうどその時、イメージとし
て現前し、真実性を帯びたプルーストの隠喩の在り方に読み手の目を向けさせるのである。
注
（１）　『失われた時を求めて』からの引用は、次のプレイヤード新版に拠り、引用箇所の巻数と頁数を本文中に併
記する。Marcel Proust, À la recherche du temps perdu, édition établie sous la direction de Jean-Yves Tadié, 
Gallimard, « Bibliothèque de la Pléiade », 4 vol., 1987-1989. 尚、注記においてはRTPと略記する。翻訳にあ
たっては「集英社文庫版」全13巻（鈴木道彦訳、集英社、2006-07年）を参照した。以下、『失われた時を求め
て』は『失われた時』と略記する。
（２）　RTP, III, pp. 788-790.
（３）　RTP, I, p. 389, 530., III, p. 519, 759., IV, p. 223, 443.
（４）　Marcel Proust, Carnets, édition établie et présentée par Florence Callu et Antoine Compagnon, Gallimard, 
2002, p. 49 (Carnet 1, 10 v). 下線、取り消し線、括弧の表記は原文通り。吉田城氏もカルネ１のこの部分に注
目し、サン・マルコ洗礼堂の段違いの敷石を踏んだ時の感覚が無意志的に呼び覚ました、ヴェネツィアのま
ばゆい記憶について言及している（吉田城「『失われた時を求めて』草稿研究」、平凡社、1993年、280頁）。
（５）　マルタンヴィルの鐘楼を描写する挿話のヴァリアントととらえられるテクストが、既に1907年11月19日の
「フィガロ」紙に掲載されている。このテクストでは、馬車ではなく自動車から眺めた三本の鐘楼の光景が描
かれている。（Marcel Proust, Contre Sainte-Beuve, édition établie par Pierre Clarac et Yves Sandre, 
Gallimard, « Bibliothèque de la Pléiade », 1971, pp. 63-69.）。
（６）　Éliane Boucquey, Un chasseur dans l’image, Proust et le temps caché, Armand Colin, 1992, p. 39.
（７）　RTP, I, p. 81.
（８）　語り手に書き上げられたこの短いテクストについては、川中子弘著「作者による『失われた時を求めて』
読解のレッスン若干」（『ユリイカ　詩と評論』所収、1987年12月臨時増刊号第19巻第14号総特集プルースト、
青土社、132-143頁）において、『失われた時』全体の誕生を暗示するその中心紋的仕掛けが既に指摘されてい
る。
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（９）　『失われた時』における聖遺物箱と建築物との関連性については、ブッケイの『イメージを追い求める者　
プルーストと隠された時間』を参照（Boucquey, op. cit., p. 65-66, p. 75-76.）。
（10）　Antoine Compagnon, Proust entre deux siècles, Seuil, 1989, p. 18.
（11）　Luc Fraisse, L’Esthétique de Marcel Proust, SEDES, 1995, p. 136.
（12）　RTP, I, p. 42.
（13）　RTP, I, p. 179.
（14）　RTP, I, p. 1120.
（15）　RTP, IV, p. 79.
